
　本特集を編集するにあたり，漢方薬を使うことへのハードルをできるだけ低くするために，東
洋医学独特の難しい概念には極力触れないようにしようと考えましたが，気血水論だけは今後の
学習の幅を広げるうえで知っておくべき概念と思い，1つのテーマとして松村先生に執筆をお願
いしました。しかし，あえて東洋医学概念に依らない漢方薬の運用というテーマでお願いした井
齋先生，益子先生を除くほとんどすべての先生が，ご自身のテーマの中でこの気血水論に触れて
おり，また気血水のバランスを乱す要因として「冷え」というものを重要視していることに，読者
の皆様は気付かれたのではないでしょうか。気血水論は西洋医学的思考回路から完全に離れずと
も比較的イメージしやすく，理解しやすい概念だからなのだと思います。「冷えると良くない」は，
多くの方が経験的にはわかっているのではないでしょうか。しかしながら，西洋医学の中にこの
概念がないために診療の中ではスルーされてしまいがちです。「冷え」の存在に着目し，それに対
応できる漢方薬を使用することで，治療の幅が各段に広がることを実感できるでしょう。私的な
考えではありますが，これから漢方薬の使用を検討されている先生，あるいはすでに使い始めて
いるが選択の根拠に自信がないという先生にとっては，漢方薬という謎めいた薬剤が，科学的に
見るとどのような構成をしていて，どのように人体に働きかけているのかを「サイエンス漢方処
方」の目線で理解されると，漢方薬の使用に自信を持ちやすくなりますし，「エメラルド式革新的
漢方薬選択法Ver.2」のように，疾患に対して有効性の高い薬剤を知っておくことは薬剤選択への
大きな助けとなるでしょう。そして，漢方薬を使い続けていると，漢方薬や東洋医学のことをも
う少し詳しく知りたくなってくるものです。そんなとき，まず気血水論から入ってみるとさらに
漢方薬のことが理解しやすくなるはずです。そして，どんどん漢方底なし沼へと引き込まれてい
く……ことを期待しております。
� （柳澤道朗）
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